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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
輩
拡
大
の

辱
で
資
金
難
に
苦
し
む
1
考

憲
す
る
た
め
、
地
え
厶
共
団
体
と
金

機
関
、
信
用
保
蛋
本
な
ど
が
連
携

し
て
実
施
す
る
「
制
度
資
」
を
活
用

し
て
い
る
か
ら
だ
(
図
)
。

こ
の
制
度
は
、
讐
棗
な
ど
が
貸

手
の
金
機
関
に
利
重
支
払
っ
こ
と

に
ょ
り
、
借
り
手
の
1
業
は
利
子

を
負
担
せ
ず
に
済
む
。
'
業
か
ら

み
る
と
、
実
上
、
無
利
子
・
無
担
保

で
を
受
け
ら
れ
る
た
め
「
セ
ロ
ゼ

口
」
と
も
呼
ぱ
れ
て
い
る
。

゛

.

.

▲
ナ

゛
、

、
ふ

.

ず

地
方
銀
行
を
取
り
巻
く
状
況
を

ゼ
ロ
か
ら
解
す
る
。

政
府
は
審
業
の
経
甚
綻
を
防

ぐ
た
め
、
ゼ
ロ
ゼ
ロ
啓
を
、
 
2
0
2

0
年
5
月
か
ら
幻
年
5
月
末
ま
で
の
期

間
限
定
で
民
間
金
融
機
関
が
利
用
で
き

る
よ
う
に
し
た
(
政
1
 
関
は

条
ま
で
当
面
延
長
)
。

ゼ
ロ
ゼ
ロ
資
の
対
象
と
な
る
の

は
、
売
上
高
が
一
學
比
5
S
鉛
%
以
上

減
少
し
た
ー
な
ど
で
、
市
区
町
村

が
ー
か
ら
の
申
請
を
認
定
す
れ
ば

竪
が
決
ま
る
。
信
用
保
蛋
葆
証

付
き
は
、
公
的
な
信
用
保
蛋
本

が
保
証
人
と
な
っ
て
実
行
さ
れ
る
。
保

証
が
付
く
ケ
ー
ス
は
、
昇
型
コ
ロ
ナ

危
機
な
ど
に
ょ
る
急
激
な
経
営
悪
化
、

貿
金
繰
り
の
馨
、
§
、
畢

業
承
1
よ
ど
が
あ
る
。

信
用
保

今
回
の
ゼ
ロ
ゼ
ロ

、

は

蛋
=
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
保
証

の

利

い
ま

保
証

が
な
い
。
ま
た
、
利
子
相
当
^
は
^

棗
が
3
年
間
、
金
融
機
関
に
露
す

る
。
金
利
は
ー
・
 
7
S
2
 
・
 
2
%
前
後

で
、
金
寝
関
に
と
っ
て
は
利
ざ
や
を

毬
こ
と
が
で
き
、
金
j
1
の
マ
イ

ナ
ス
分
を
取
り
戻
す
鞍
だ
。

こ
の
た
め
、
地
銀
と
地
方
企
業
の
双

゛
、

方
に
と
っ
て
有
利
な
ゼ
ロ
ゼ
ロ
か

急
増
し
た
。
と
り
わ
け
、
地
銀
は
ラ
イ

バ
ル
行
に
先
を
越
さ
れ
な
い
よ
う
に
資

金
需
要
の
り
起
こ
し
に
注
力
し
た
。

全
国
銀
質
本
に
ょ
る
と
、
ゼ
ロ
ゼ

口
の
申
し
込
み
が
終
了
し
た
今
年

3
月
末
ま
で
の
申
釜
又
1
は
約
舶

禪
、
決
定
金
額
は
累
計
で
Ⅱ
兆

7
0
0
0
億
円
だ
っ
た
。

4
号
(
突
発
的
災
害
に
お
け
る
憲
)
・

5
号
案
況
悪
化
業
種
へ
の
憲
)
、
危

機
関
連
保
証
の
い
ず
れ
か
を
利
用
し
、

か
つ
釋
を
満
た
し
た
坐
口
、
制
度
融

資
の
諸
み
を
通
じ
て
利
子
が
露
さ

れ
(
讐
棗
が
企
業
に
代
わ
乳
子

を
金
寝
関
に
払
っ
)
、
保
証
料
も
免

さ
れ
る
。
当
初
の
ー
は
3
0
0
0

万
円
だ
っ
た
が
、
そ
の
後
2
回
引
き
上

げ
ら
れ
6
0
0
0
万
円
と
な
っ
た
。

ゼ
ロ
ゼ
ロ
啓
は
業
の
金
関

に
と
つ
て
も
曇
一
が
大
き
い
。

通
常
、
民
間
金
関
は
信
用
保
証

が
付
か
な
い
品
の
(
プ
ロ
パ
ー

)
を
実
施
す
る
の
が
基
本
だ
。
こ

れ
に
対
し
て
、
ゼ
ロ
ゼ
ロ
は
、

資
が
等
付
い
た
合
に
用
保
証
協

会
が
大
1
0
0
%
保
す
る
た
め
、

無
担
保
で
あ
っ
て
も
し
倒
れ
り
ス
ク

認
定

の
収
益
蛋
が
厳
し
さ
を
学
中
、
利

用
者
に
霜
益
を
生
じ
さ
せ
な
い
な
ど

一
定
の
基
拳
満
た
す
坐
口
、
伯
年
間

の
限
定
で
独
法
の
適
用
か
ら
地
銀
を

除
外
す
る
こ
と
に
し
た
。
器
年
4
月
に

経
嘉
合
電
の
青
系
行
と
み
ち
の

く
銀
行
の
ケ
ー
ス
が
、
特
例
法
の
適
用

第
1
号
に
な
る
見
込
み
だ
。

二
つ
目
は
「
用
助
」
。
今
年
5
月

玲
日
に
成
立
し
た
改
正
金
融
諾
強
化

法
に
盛
り
込
ま
れ
、
「
資
金
交
付
制
度
」

と
も
呼
ば
れ
る
。
経
嘉
合
や
△
屏
に

伴
う
シ
ス
テ
ム
投
資
と
、
篇
の
統
廃

合
に
ょ
っ
て
生
じ
る
費
用
の
一
部
が
、

預
金
保
険
機
構
の
立
金
か
ら
交
付
さ

れ
る
。
制
度
の
適
用
を
受
け
る
た
め
に

は
、
経
喜
盤
の
強
化
の
「
実
施
計
画
」

を
復
し
て
国
の
認
定
を
受
け
る
必
要

が
あ
る
。

三
つ
目
は
「
遇
金
利
」
で
、
今
年

3
月
に
始
ま
っ
た
日
銀
の
「
地
鑾
融

強
化
の
た
め
の
特
別
当
座
預
金
制
度
」

と
い
う
3
年
間
の
時
限
的
な
優
遇
金
利

政
策
だ
。
「
日
付
利
」
と
も
い
わ
れ
、

地
銀
が
経
営
統
合
や
合
併
し
た
場
合

や
、
ま
た
は
経
1
示
す
襟
で

あ
る
経
費
率
(
O
H
R
、
営
業
経
費
・
一

業
籟
利
益
)
が
W
蛋
と
比
べ
た
改

善
率
が
1
S
4
%
以
上
に
な
る
と
い
う

条
件
を
満
た
す
坐
口
、
日
銀
に
預
け
て

い
る
当
座
預
金
の
金
利
は
ほ
ぽ
ゼ
ロ
だ

が
、
年
0
・
ー
%
の
金
利
が
れ
年
度
ま

で
上
乗
せ
さ
れ
る
。

三
重
銀
行
と
第
三
銀
行
が
今
年
5
月

に
△
屏
し
、
誕
生
し
た
三
十
三
銀
行
(
三

十
三
F
G
)
は
専
の
条
件
を
満
た
し

て
お
り
、
A
後
上
乗
せ
金
利
を
受
け

取
る
こ
と
に
な
る
と
み
ら
れ
る
。

地
銀
の
数
は
1
9
9
1
年
の
1
3
2

行
か
ら
、
経
嘉
合
や
△
屏
を
経
て
今

年
5
月
に
は
的
行
と
2
璽
口
に
な
っ
た

が
、
ま
だ
銀
復
が
多
い
「
オ
ー
バ
ー

バ
ン
キ
ン
グ
」
と
も
い
わ
れ
、
A
後
も

政
應
日
銀
の
支
援
政
策
に
ょ
り
、
再

編
が
一
段
と
進
む
可
佐
が
あ
る
。

ヨ

一
"
ー

「
地
銀
嘉
」
の
高
を
示
し
て
い
る

1
政
権
の
下
、
政
府
と
日
銀
は
3

本
柱
の
政
策
に
ょ
り
、
地
銀
の
嘉
を

輪
し
し
て
い
る
。

一
つ
目
は
「
再
規
制
の
和
」
だ
。

昨
年
Ⅱ
月
即
日
に
葬
さ
れ
た
「
独
占

止
法
の
特
法
」
に
ょ
り
、
同
じ
都

道
府
県
内
の
地
の
経
営
合
や
合
併

を
し
や
す
く
し
た
。
公
正
取
1
会

は
、
寡
占
益
が
生
じ
か
ね
な
い
地
銀

の
経
嘉
合
や
△
屏
に
対
し
て
厳
し
い

雰
を
と
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
地
銀

一
1

現
在
、
地
銀
に
注
入
さ
れ
て
い
る
公

的
資
金
は
過
去
の
金
融
危
機
の
教
訓

を
踏
ま
え
て
似
年
6
月
に
成
立
し
た

「
金
機
能
強
化
法
」
に
基
づ
く
も
の

だ
。
こ
の
葎
は
、
財
票
況
の
悪
化

し
た
金
融
機
関
が
を
控
え
る
な
ど

し
て
地
域
経
済
へ
の
円
滑
婁
金
供
給

が
阻
害
さ
れ
な
い
よ
う
予
防
的
に
公
的

資
金
を
投
入
す
る
手
続
き
を
定
め
て
い

る
。
個
年
の
り

ー
マ
ン
・
シ
ョ

ツ
ク
や
Ⅱ
年
の

乍
研
東
日
本
大
奏

加

な
ど
に
伴
、
釜

劫

・
経
済
情

の
激
変
に
対
応

す
る
た
め
、
複

数
の
地
銀
に
対

し
て
公
的
資
金

の

ソ
が
注
入
さ
れ

ナ

近
年
の
厳
し

ホ

旧
い
経
営
蛋
の

下
、
一
部
の
地

銀
は
過
去
じ
国

J

が
優
先
株
寵

当
を
普
通
株
よ

桧

り
優
先
し
て
受

け
ら
れ
る
が
、
議
輪
に
一
定
の
制
限

が
付
さ
れ
た
貫
)
を
引
き
受
け
る
形

で
資
金
注
入
さ
れ
た
公
的
資
金
を
い
ま

だ
完
済
で
き
ず
、
そ
の
返
爾
限
が
迫

つ
て
き
て
い
る
。
 
N
年
に
公
的
金
の

先
株
が
す
べ
て
普
通
株
に
強
制
転
換

さ
れ
る
二
斉
取
得
日
」
を
迎
え
る
地

銀
が
7
行
あ
り
、
原
則
そ
れ
ま
で
に
返

済
を
終
え
な
け
れ
ば
実
上
「
国
有
化
」

さ
れ
る
(
表
)
。

コ
ロ
ナ
拡
大
の
響
で
企
業
の
資
金

繰
り
が
厳
し
く
な
る
中
、
金
融
機
関
の

財
務
状
況
が
A
憙
激
に
悪
化
し
、
企

業
に
必
要
婁
金
が
十
分
に
欝
さ
れ

な
く
な
る
可
稗
が
雲
さ
れ
た
。
そ

こ
で
、
政
府
は
、
こ
れ
ま
で
ょ
ー

融
機
関
が
公
的
資
金
を
申
請
し
や
す
く

し
た
「
改
正
金
融
諾
強
化
法
」
を
紛

年
6
月
に
成
立
さ
せ
た
。
具
傭
に
は
、

公
的
資
金
の
申
、
期
限
を
祁
年
3
月
ま

で
4
年
間
延
長
し
、
お
お
む
ね
朽
年
以

内
と
し
て
い
た
公
的
金
の
返
済
期
限

を
な
く
し
た
。
ま
た
、
公
的
資
金
の
注

入
枠
を
口
兆
円
か
ら
巧
兆
円
へ
と
拡
大

し
、
申
請
に
あ
た
っ
て
は
A
後
の
収
益

目
標
や
経
営
責
任
を
問
わ
な
い
よ
う
に

し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
が
長
期
化
す
る
中
、

公
的
資
金
を
新
た
に
里
平
る
地
銀
が

出
て
く
る
の
か
、
さ
ら
に
公
的
資
金
注

入
行
の
返
済
が
順
調
に
進
む
の
か
と
い

、
魚
が
A
後
注
目
さ
れ
る
。

0
0
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0
0
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1地ランキング

公的資金注入行の遍済期限が迫っている

2009年3月1 福邦銀行

2009年3月2 南日本銀行

2009年9月3 みちのく銀行

4 三十三FG(旧 行) 2009年9月三

5 和行 2009年12月

6 高知一 2009年12月

フフィデアHD(北都行) 2010年3月

8 崎太陽行 2010年3月

2011年9月9 じもとHD(仙台銀行)

2011年9月10 筑波行

2012年9月11 オ行

じもとHD(らやかー) 2012年12月

じもとHD(きらやか銀行) 2012年12月

2014年3月13 豊和行

FGはフィナ
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出所)預金保険機

民問のゼロゼロ

29 週刊エコノミスト即21.6、汐

資の仕組み
財政支援

(出所)大和総研作成

財政支援

レー

知21.6.29 週刊エコノミスト 28

、,

さとしおさない

長内 矢口
日

(大和総研金融調査部主任研究員)


